
 

令和元年 10 月 11 日 

気 象 庁 地 震 火 山 部 

 

 

配信資料に関するお知らせ 

～火山関係電文の配信試験の実施について～ 

 

 

地震火山部では、噴火警報・予報及び噴火速報の確実な配信を担保するため、定期的に電文配

信試験を実施し、関連するシステムの動作確認及び正しい配信先の確認を行っています。 

つきましては、これに係る電文配信試験を別紙のとおり実施しますので、お知らせします。 

配信する情報は全て訓練電文ですので、誤って使用しないよう十分にご注意願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関する連絡：地震火山部管理課 計画係（03-3212-8341[内線4588]） 



 

                                        別 紙 

火山関係電文配信試験について 

 

１．配信試験予定日時 

  令和元年10月24日（木） 15時00分～15時10分 

（予備日：令和元年10月31日（木） 15時00分～15時10分） 

 

２．配信電文 

 

配信時刻 内 容 
ＸＭＬ電文 

ヘッダー名及び発信官署 

１５：００頃 配信試験開始のお知らせ VZVO40/RJTD 

 

 

１５：０１～ 

１５：０８頃 

噴火速報（新たな活火山） VFVO56/RJTD 

噴火警報（新たな活火山） VFVO50/JPSP 

噴火警報（新たな活火山） VFVO50/JPSN 

噴火警報（新たな活火山） VFVO50/RJTD 

噴火警報（新たな活火山） VFVO50/JPFK 

１５：１０頃 配信試験終了のお知らせ VZVO40/RJTD 

 

３．配信する電文例 

「気象庁ＸＭＬ形式電文」 

（1）噴火速報（新たな活火山） 

VFVO56/RJTD（火山番号コード：９０２） 

（2）噴火警報（新たな活火山） 

VFVO50/JPSP・JPSN・RJTD・JPFK（火山番号コード：９０２） 

運用種別（Control/Status）“訓練” 

   （以下省略） 

   VFVO50/RJTDは、東京管内、大阪管内、沖縄管内分として３通発信します 

 

４．その他 

（1） 配信する電文は全て訓練電文です。ＸＭＬ電文の運用種別（Control/Status）を参照して

ください。誤って使用しないよう十分ご注意願います。 

（2） 定期（原則：４、７、10、１月）の配信試験は、全ての配信を効率的に確認できるよう、

全ての配信先に配信される火山名「新たな活火山」（火山番号コード：９０２）を用いて実

施します。 

（3） 配信試験の実施については、事前（１週間前）と当日朝に「火山に関するお知らせ（VZVO40）」

でお知らせします。 

（4） 配信試験の開始及び終了は、「火山に関するお知らせ（VZVO40）」でお知らせします。 

（5） 上記配信予定時刻は、電文配信の概ねの時刻です。 

（6） 気象、地震・火山活動の状況等により、本配信試験を中断・延期する場合があります。その

際は、別途「火山に関するお知らせ（VZVO40）」でお知らせします。 


